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喜多方建設事務所管内建設工事

安全推進協議会事務局

tel:0241-24-5724（河川砂防課佐々木）

７月１日～７月７日の「全国安全週間」に合わせて、工事現場における

安全管理に対する意識向上を図り、労働災害を未然に防止するため、福島県

喜多方建設事務所管内建設工事安全推進協議会による官民合同（喜多方労働

基準監督署、喜多方建設事務所、工事受注者）の第１回安全パトロールを実

施しました。

1. 令和８年度第１回安全ﾊﾟﾄﾛｰﾙを実施しました。

日 時 ： 令和８年７月６日（月）１３：３０～１６：３０

場 所 ： 喜多方方部（喜多方市、西会津町）：３箇所

猪苗代方部（猪苗代町）：３箇所

出席者 ： 喜多方労働基準監督署監督官、喜多方建設事務所

猪苗代土木事務所、大峠日中総合管理事務所

福島県建設業協会喜多方支部、猪苗代支部

喜多方方部パトロール状況

猪苗代方部パトロール状況



.

2.気温が高い日が続きます熱中症に注意を

熱中症対策について、２０２５

年4月に安全衛生規則の改定

があり、2025年6月１日より

施行され、対策について義務

化されました。

違反した場合は、６か月以下

の懲役または50万円以下の

罰金が科されることになりま

した。 注意しましょう。

土木部発注工事における工事関係者の熱中症の発症が連続しております。

（５月１件、７月2件 計3件の労働災害発生！！）

今後も厳しい暑さが続くと予想されますので、作業員の健康管理や作業環境改善に努めるなど、

各工事現場における熱中症防止対策状況を再度確認し、徹底を図るようお願いします。

熱中症警戒アラートが発表されました。

「熱中症警戒アラート」は、熱中症の危険性が極めて高くなると予測された際に、危険な暑さへ

の注意を呼びかけ、熱中症予防行動をとっていただくよう促すための情報です。

改
善
点

6

①工事名看板の年度表示をしっかり行う。
②現場事務所の扉の開閉時の安全対策を行う。
③建設リサイクルのシールが添付されていなかった。
④倉庫内の塗料を片づける。
⑤単管キャップ、クランクカバーの設置。
⑥WBGT計の設置位置。 6

参
考
点

①現場が整理整頓されていた。
②イメージアップに努めていた。
③消火器ｍ救急箱、熊スプレー等が現場事務所に入ってすぐに配置されていた。

改
善
点

2

①施工体系図が掲示していない。
②河川の水量が多くなった時の対応がない。
③当日の作業計画・指示書とKY活動票を分けて掲示する。
④資材の管理方法について検討すること（塩ビ管） 4

参
考
点

①路肩、資材置き場など作業通路及び立ち入り禁止がはっきり明示してある。
②ﾌﾞﾙｰｼｰﾄなどで切土法面の雨対策ができていた。
③駐車場が明示してありトラロープで囲いがある

改
善
点

6

①工事看板の追加（堤防開放による一般進入対応、一般道への工事車輛注意喚起）
②消火器の日付（使用期限が2025年で期限が切れている）
③現場事務所内のストーブと草刈り機燃料（火気付近での油類保管）
④敷き鉄板の位置（部分的に浮いている箇所がある）
⑤作業計画書作成（重機作業における計画書の最新が確認できない）

5

参
考
点

14 15改善数計

改善指摘数

福島県喜多方建設事務所管内建設工事安全推進協議会　「令和８年度第１回安全パトロール」指摘事項・一覧表

①現場内がしっかり整理整頓されていてよかった。

1

①現場事務所及び施工現場共に整理整頓されている。
②第三者ハザードマップの作成及び掲示が行われている。

2

①現場内の資機材が整理されており良好。
②現場内の休憩テントに熱中症対策キットが配置されており良好。
③安全掲示板は必要事項が掲示されており良好。

3

安全パトロールの改善点、参考点（猪苗代方部）

①現場事務所から作業箇所までに設置されている敷鉄板について段差あり。
②足場単管の端部にて一部パイプキャップが外れて養生テープが設置されている。
③足場材の足元に設置している敷板が、板中央で受けていないため調整すること。
④現場内の使用塗料について、流出対策の証明があれば掲示すること。
⑤重機に掲示している指名と施工計画書の名称が異なっているため修正すること。
⑥緊急時の連絡先について、西会津の病院が選ばれているため喜多方市にすべき。

【労働基準監督署からの講評】
・本日午後の作業を中止したのであれば足場の中桟が外したままにしないこと。

No. 改善指摘数項目 安全パトロールの改善点、参考点（喜多方方部）

①現場事務所の階段最下部の段高さが違うため一段設置すること。
②現場吹流し設置個所が、風が当たらない箇所なので変更すること。

【労働基準監督署からの講評】
・今後暑さが厳しくなるため、熱中症対策として現場での休憩所整備を行ってほしい。

①工事用道路の敷き鉄板にガタツキが見られた。
②発電機付近に油吸着マットがあると良かった。
③歩行者用安全通路の足元が不陸状態で歩行するのに危険。
④歩行者用安全通路の仕切りテープが、法肩ギリギリに設置されているのでもう少し
　通路側に寄せると安全が確保できる。
⑤仮橋両側の手摺が低く転落の危険性がある。
⑥風速測定吹流しが、施工する現場内にあったほうが良い。

【労働基準監督署からの講評】
・現場内の休憩テントの後ろ（法面側）にも安全ロープを設置したほうが良い。

指摘事項について再度確認し、災

害ゼロのためのより良い現場環境

作りを進めましょう！


